
第 48 期 決 算 公 告
平成 23年２月１日
名古屋市西区新福寺町一丁目57番地

井 株 式 会 社
代表取締役 熊田 正三

貸借対照表の要旨(平成22年５月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
(利益準備金)
(その他利益剰余金)

(うち当期純利益)

合 計

金 額(千円)

1,868,022

1,024,618

2,892,640

1,425,239

283,329

1,184,072

37,500

1,146,572

(25,000)
(1,121,572)

(703)
2,892,640

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
テ
ィ
ー

シ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
（
本
店
長
野
県
松
本

市
大
字
島
内
三
五
〇
六
番
地
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
プ
ラ
ザ

松
島
二
〇
五
号
）
に
対
し
て
当
社
の
営
む
松
本
事
業

所
に
お
け
る
高
速
道
路
の
清
掃
、
事
故
復
旧
、
雪
氷

作
業
な
ど
の
維
持
修
繕
業
務
及
び
そ
れ
ら
の
事
業
に

付
帯
す
る
一
切
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

名
古
屋
市
西
区
新
福
寺
町
一
丁
目
五
七
番
地

井
株
式
会
社

代
表
取
締
役

熊
田

正
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

福
岡
県
直
方
市
神
正
町
三
番
三
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
酒
ま
つ
り

代
表
取
締
役

谷

弥
壽
彦

福
岡
県
直
方
市
神
正
町
三
番
三
二
号

（
乙
）
谷
弥
酒
販
有
限
会
社

代
表
取
締
役

谷

弥
壽
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 22 期 決 算 公 告
平成 23年２月１日

福岡県直方市神正町３番32号
株 式 会 社 酒 ま つ り
代表取締役 谷 弥壽彦

貸借対照表の要旨(平成22年３月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

合 計

金 額(千円)

223,634

147,069

370,703

72,295

285,518

12,890

10,000

2,890

2,890

(1,503)
370,703

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
二
百
万
円
減
少
し

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日
で
あ

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十

五
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
同
時
に
株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
の

額
を
増
額
い
た
し
ま
す
の
で
、
効
力
発
生
日
後
の
資

本
金
の
額
は
金
一
千
二
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

大
阪
府
高
槻
市
芝
生
町
一
丁
目
五
四
番
一
号

鳴
門
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
村

圭
佑

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 42期決算公告 平成23年２月１日
大阪府高槻市芝生町一丁目54番１号

鳴 門 産 業 株 式 会 社
代表取締役 中村 圭佑

貸借対照表の要旨(平成22年３月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

合 計

金 額(千円)

66,843

4,117

70,960

35,855

30,250

4,855

12,000

0

0

�7,145

150

�7,295

(74)
70,960

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
」
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義

務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

仙
台
市
泉
区
泉
ケ
丘
一
丁
目
一
番
一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ハ
ヤ
シ
商
事

代
表
取
締
役

林

辰
憲

仙
台
市
泉
区
泉
ケ
丘
一
丁
目
一
番
一
一
号

（
乙
）
有
限
会
社
林

代
表
取
締
役

林

辰
憲

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

決 算 公 告
平成 23年２月１日

仙台市泉区泉ケ丘一丁目１番11号
株式会社ハヤシ商事
代表取締役 林 辰憲

貸借対照表の要旨(平成22年12月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
(うち当期純損失)

合 計

金 額(円)

0

0

0

0

0

0

5,000,000

0

�5,000,000

�5,000,000

(0)
0

平成™š年™月˜日 火曜日 (号外第™—号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
県
南
房
総
市
平
久
里
中
二
〇
八
番
地
、
最

後
の
住
所
埼
玉
県
越
谷
市
大
沢
一
四
六
六
番
地
七

被
相
続
人

亡

池
田

ø

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

事
務
所
埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
六
丁
目
一
番
地
一

六

Ｋ
Ｎ
ビ
ル
西
棟
三
階
竹
川
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

竹
川

淳
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
埼
玉
県
富
士
見
市
関
沢
二
丁
目
二
七
六
六
番

地
、
最
後
の
住
所
埼
玉
県
富
士
見
市
大
字
南
畑
新
田

一
六
番
地
一
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
む
さ
し
の

被
相
続
人

亡

相
田

文
江

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

埼
玉
県
富
士
見
市
鶴
馬
二
六
〇
五
番
地
一
〇
え
り

美
ビ
ル
二
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

塚
田
小
百
合

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
埼
玉
県
川
口
市
大
字
安
行
北
谷
六
〇
三
番
地
一

〇
、
最
後
の
住
所
埼
玉
県
川
口
市
大
字
安
行
北
谷
六

〇
三
番
地
の
一
〇

被
相
続
人

亡

ˆ
塚

正
重

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
二
e

二
e

二
渡
辺
ビ
ル

二
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

中
谷

誼

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
茨
城
県
つ
く
ば
市
九
万
坪
四
八
番
地
三
〇
、
最

後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

小
川

滋

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
二
丁
目
四
番
八
号

井
門
茅
場
町
ビ
ル
四
一
号
遠
西
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

遠
西

昭

ŸŸ
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